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出雲市農業委員会（第１期）第３９回総会 議事録 

 

 

「農業委員会等に関する法律」第２７条第１項の規定に基づき会長が総会を招集。 

 

１ 日時  令和２年(2020)９月１６日（水） 午後１時３０分～午後２時３５分 

 

２ 場所  出雲市役所 ３階 庁議室 

 

３ 出席委員（２４名） 

  秦 久光   大梶 泰男  竹内 辰雄   岡 正    恩村 光則 

  落合 光啓  原 孝治   津戸 吉博   神田 伯   佐藤 始 

小川 義和  久野 晴見  塩野 一男   持田 守夫  小村 伸治 

遊木 龍治  河原 基   佐藤 さゆみ  若槻 博美  勝田 茂 

高橋 忠男  板垣 房雄  勝部 隆司   江角 隆雄 

 

４ 欠席委員（０名） 

     

５ 提出議題 

⑴  報告事項 

報第１２１号 会長専決処分の報告 

報第１２２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報第１２３号 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

 

⑵  議案審議 

議第２７３号 農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計画の決定について 

議第２７４号 農地法第３条の規定による農地等の許可申請決定について 

議第２７５号 農地法第５条から３条への事業計画変更申請決定について 

議第２７６号 農地法第４条の規定による農地等の許可申請決定及び承認について 

議第２７７号 農地法第５条の規定による農地等の許可申請決定及び承認について 

議第２７８号 農地転用事業計画変更申請決定について 

議第２７９号 非農地証明について 

  

 

 会長あいさつ 
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６ 議事  

秦会長が、総会の開会を宣する。出席者が過半数を超え会議の成立を宣する。 

署名委員に議席番号９番の神田伯委員と１３番の塩野一男委員を指名する。 

 

議  長   それでは、お手元の次第にしたがって進行いたします。 

報告事項、報第１２１号会長専決処分の報告、報第１２２号農地法 

第１８条第６項の規定による通知について、報第１２３号農地法第３条の３

第１項の規定による届出について、一括して報告します。 

 

議  長   報第１２１号会長専決処分について、報告いたします。 

先ず、第３８回総会で承認いたしました案件で、島根県農業会議に意見を

聴く案件、農地法第４条２件及び農地法第５条３２件については、島根県農

業会議第５４回常設審議委員会に諮問し、許可相当との答申をいただいてお

ります。この内、出雲農業振興地域整備計画の変更等ののちに許可をする案

件を除く、農地法第５条２件を、常設審議委員会における決定日の 

９月１０日付けで許可決定しております。 

以上、報告といたします。 

 

議  長   続いて、報第１２２号農地法第１８条第６項の規定による通知について、

事務局から報告をお願いします。 

 

後藤主事   報第１２２号について、ご説明いたします。 

報告資料の１～２ページをご覧ください。 

農地の賃貸借の解約等は、原則的に県知事の許可が必要ですが、農地法 

第１８条第１項第２号で、貸し手と借り手の合意による解約が、その農地の

引渡しの期限前の６か月以内に成立した旨が書面において明らかな場合は契

約終了の手続きができます。 

今月は、受付番号８３～９５番の１３件の通知がありました。内訳として

は、貸人の都合によるものが８件、耕作者変更が５件です。 

農地の引渡しの時期が、解約の合意の成立後６か月以内であることを書面

で確認しており、県知事の許可を要しないものと考えます。 

以上、報告といたします。 

 

議  長   続いて、報第１２３号農地法第３条の３第１項の規定による届出について、

事務局から報告をお願いします。 
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高橋主事   報第１２３号について、ご説明いたします。 

報告資料の３～１１ページをご覧ください。 

農地法第３条の３において、「相続」や、「時効取得」などの、農地法の許

可を要しない権利取得につきましては、権利を取得した者は、農業委員会に

その旨を届出しなければならないこととされています。 

この届出の先月受付分は、受付番号８７～１０１番までの１５件でした。 

権利の取得事由は、１５件全てが「相続」によるものでした。 

市外在住の相続人からの届出などについては、備考欄に記載しております。 

いずれもあっせん希望はありませんでした。 

なお、（農地法関係事務処理要領の第３の３、留意事項にかかる）本届出の

受理通知は、届出書の到達があった日から４０日以内とされております関係

上、９月３日付けで通知を出しております。 

以上、報告といたします。 

 

議  長   報告事項について、一括して報告をいたしましたが、ご質問、ご意見はご 

ざいませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

 

議  長   それでは、これより議案の審議を行います。 

議第２７３号農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計画の決定に

ついて、を議題といたします。 

農業振興課河井係長から内容について、説明をお願いします。 

 

河井係長   議第２７３号について、ご説明いたします。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、市は、農業委員会

において「農用地利用集積計画」を決定していただくこととなっております

ので、本案件の適否について、今総会での判断をお願いいたします。 

それでは、９月３０日公告予定の集積計画の概要をご説明いたします。 

お手元の農用地利用集積計画の２ページをご覧ください。 

まず、賃借権の設定です。２ページの左上の表の、合計①の欄をご覧くだ

さい。設定合計は、４０筆、６６，４１５㎡、うち新規の設定が１５筆、 

２５，３８７㎡、再設定が２５筆、４１，０２８㎡です。 

この内訳ですが、相対分が、２ページの右上の表の合計①欄で、 

５筆、６，６９８㎡です。中間管理事業分が、３ページの右上の表の合計①

欄、３５筆、５９，７１７㎡となっています。 
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続いて、使用貸借権の設定です。２ページの左下の表の、合計②の欄をご

覧ください。設定合計は、３７筆、４６，８３２㎡、うち新規の設定が 

２０筆、１９，８８７㎡、再設定が１７筆、２６，９４５㎡です。 

この内訳は、相対分が、２ページ右下の表の合計②欄、３１筆、 

３７，７００㎡です。中間管理事業分が３ページ右下の表の合計②欄、６筆、

９，１３２㎡となっています。 

今月のすべての利用権設定の合計は、２ページの一番左下の、計①＋②の

欄をご覧ください。７７筆、１１３，２４７㎡です。 

その他 詳細な設定内容は、４ページ以降の各筆明細でご確認ください。 

以上、今月の申請の案件は、出雲市における基本構想に適合するとともに、

権利者・利用権の設定をうけた者が経営農地の全てを効率的に利用し、必要

な農作業に常時従事するものとして作成したものです。 

また、前回、８月２５日の総会で決定いただきました農地中間管理事業の

集積計画につきまして、お配りしております「農地中間管理事業による農用

地利用配分計画（案）」として公益財団法人しまね農業振興公社に提出いたし

ますのでご確認ください。 

説明は以上です。 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第２７３号農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計

画について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第２７３号を承認いたします。 

 

議  長   次に、議第２７４号農地法第３条の規定による農地等の許可申請決定につ

いて、及び関連がございますので、議第２７５号農地法第５条から３条への

事業計画変更申請決定について、を議題といたします。 

事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

高橋主事   議第２７４号について、ご説明いたします。 

第３９回総会議案の１ページの左側の欄をご覧ください。 

今月は、所有権移転の申請が５件ありました。 

なお、取得後、３年未満の農地はありません。 



5 

 

個別の事案について、ご説明いたします。２ページをご覧ください。 

受付番号５８番です。こちらは農地法第５条から３条への事業計画変更申

請になります。４ページの議第２７５号受付番号１も併せてご覧ください。

当初計画者は、物置小屋を建てる計画で、平成３年１月に５条の転用許可を

受けられました。しかし、予定が変わり物置小屋が必要なくなったので建て

ることなく現在に至ります。今回譲受人は申請地と申請地まわりの土地を一

緒に取得され、一体的に耕起してサツマイモを栽培される計画です。 

受付番号５９番と６０番は関連があるため併せて説明させていただきます。

こちらは登記手続きを誤り、互いに相手の土地を自己所有地として登記して

しまっていた農地を交換によって現況と合致させるものです。所有権移転後

は、それぞれの受人がこれまでと同様に、水稲を栽培される計画です。 

受付番号６１番です。譲渡人は経営規模縮小のため、近隣農地の耕作者で

ある受人に譲渡するものです。所有権移転後は、水稲を栽培される計画です。 

受付番号６２番です。譲渡人は県外在住による耕作不便のため、以前から

申請地を管理している受人に譲渡するものです。所有権移転後は、イチジク

を栽培される計画です。 

以上、受付番号３８～６２番については、３ページの調査書に記載してお

りますとおり、農地法第３条２項各号 不許可には該当しないため、許可要

件のすべてを満たすと考えます。 

説明は以上です。 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第２７４号農地法第３条の規定による農地等の許可申請決定

について、議第２７５号農地法第５条から３条への事業計画変更申請決定に

ついて、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第２７４号及び議第２７５号を承認いたします。 

 

議  長   次に、議第２７６号農地法第４条の規定による農地等の許可申請決定につ 

      いて、を議題といたします。 

       事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

吉川主任   議第２７６号について、ご説明いたします。 
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第３９回総会議案の１ページをご覧ください。今月は、６件の申請があり

ました。 

議案書は、５ページ、説明資料は、１～３ページ、参考資料は、１～４ペ

ージをご覧ください。 

なお、取得後、３年未満の農地はありません。 

また、１０月開催予定の第５５回常設審議委員会に諮問する案件は、欄外左

に丸印をつけております、２件の予定です。 

それでは、個別の案件についてご説明いたします。 

議案書５ページの受付番号３９番についてご説明いたします。 

事後案件です。説明資料は、１～３ページをご覧ください。県道斐川出雲

大社線の荻杼交差点から南東へ直線距離で約４００ｍに位置している、 

田１筆、畑１筆です。詳細な位置につきましては、２ページの案内図でご確

認ください。転用目的は、駐車場及び資材置場用地です。面積については、

転用面積・事業面積がともに７８９㎡です。申請地は、都市計画区域内のそ

の他の地域になります。農地区分は、第１種農地です。土地利用計画との調

整については、今年の２月に申請地の農用地区域からの除外申し出があり、

６月の第３６回総会で審議済みであり、９月末に決定する見込みです。許可

該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号に規定する「集落接続」に該当

します。 

事業計画についてご説明いたします。事業者は、電気工事材料の卸売業を

行う法人の経営者であり、申請地に隣接するアパートを所有する個人です。

約４０年前から申請地を許可なく駐車場として使用しており、この度、新た

に舗装したうえで一部を引き続き駐車場、一部を資材置場として、追認で許

可をうけるものです。資金計画につきましては、所要資金額２００万円で、

これに対する資金調達は、全て自己資金で賄う計画です。 

なお、この他、事後案件が５件ございます。 

受付番号４０番の案件は、平成１６年頃から車庫用地として利用してきた

ものです。 

受付番号４１番の案件は、平成６年頃から一部を木戸道として利用してお

り、この度、新たに車庫兼収納庫を建築するものです。 

受付番号４２番の案件は、約４３年前から車庫及び稲架木小屋として利用

しており、この度、既存の車庫を取り壊し、新たに車庫兼農機具倉庫を建築

するものです。 

受付番号４３番の案件は、昭和５２年頃から自宅敷地として利用してきた

ものです。 

受付番号４４番の案件は、平成１４年頃から倉庫兼車庫及び自宅敷地とし
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て利用してきたものです。 

申請は事後になりましたが、悪意はないものと判断しています。転用許可

基準は満たしており、事業者には始末書の提出を受け、農地法に違反するこ

とのないよう指導しております。 

その他の案件につきましては、議案書の一覧でご確認いただきますようお

願いいたします。 

以上、受付番号３９～４４番については、農地法第４条第６項 不許可に

は該当しないため、許可要件のすべてを満たすと考えます。 

説明は以上です。 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第２７６号農地法第４条の規定による農地等の許可申請決定

について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第２７６号の全案件を許可相当とし、許可決定及び承認いたし

ます。 

 

議  長   次に、議第２７７号農地法第５条の規定による農地等の許可申請決定及び

承認について、及び議第２７８号農地転用事業計画変更申請決定について、

を議題といたします。 

       事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

松崎主事  議第２７７号について、ご説明いたします。 

議案書は６～９ページ、説明資料は４～１８ページ、参考資料は 

５～４８ページになります。 

今月の５条申請の内訳は、所有権の移転が１７件、賃貸借権の設定が５件、

使用貸借権の設定が５件、合計２７件提出されております。今月の説明案件は

５件ございます。 

なお、取得後、３年未満の農地はありません。 

また、１０月開催予定の第５５回常設審議委員会に諮問する案件は、欄外左

に丸印をつけております、５件の予定です。 

それでは、個別の案件について、説明します。 

議案書６ページの受付番号１３９番について説明します。説明資料の 
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４～６ページをご覧ください。転用場所は、稲岡町で、北神立通りの神立食堂

やマクドナルドのある交差点を北へ４００ｍほど行くと稲岡郵便局、そこを西

へ２００ｍほど入った田１筆です。詳細な位置につきましては付近案内図でご

確認ください。転用目的は『集合住宅』です。転用面積、所要面積ともに 

１，３０９㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。申請地の農地区分は、

第１種農地です。転用にあたっての許可該当条項は、規則第３３条第４号の「集

落接続」に該当します。 

事業計画について、事業者は市内在住の個人です。この度、宅地化が進み、

商業施設等にも近い申請地を取得し、集合住宅を２棟建築する計画です。資金

計画につきましては、所要資金額１億６千万円で、これに対する資金調達につ

いては、全て借入金で賄う計画です。 

続いて、議案書６ページの受付番号１４２番についてご説明いたします。説

明資料の７～９ページをご覧ください。転用場所は、神西沖町で、出雲養護学

校の西方２００ｍほどのところにある畑１筆です。詳細な位置につきましては

付近案内図でご確認ください。転用目的は『集合住宅』です。転用面積、所要

面積ともに１，０４９㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。申請地の農

地区分は、第２種農地です。転用にあたっての許可該当条項は、法第５条第２

項第２号の「非改良」に該当します。 

事業計画について、事業者は市内在住の個人です。この度、住宅需要が見込

まれる申請地を取得し、集合住宅を２棟建築する計画です。資金計画につきま

しては、所要資金額９，０２０万円で、これに対する資金調達については、全

て借入金で賄う計画です。 

続いて、議案書７ページの受付番号１４３番についてご説明いたします。説

明資料の１０～１２ページをご覧ください。転用場所は、国富町で、 

国道４３１号線沿いのＪＡ国富支店から西へ１００ｍの交差点で南は旅伏駅、

北は康国寺へ行く交差点があります。交差点から１ｋｍほど入ったところの 

田３筆です。詳細な位置につきましては付近案内図でご確認ください。転用目

的は『資材置場』です。転用面積、所要面積ともに１，４４６㎡です。権利の

種類は、所有権の移転です。申請地の農地区分は、第２種農地です。転用にあ

たっての許可該当条項は、法第５条第２項第２号の「非改良」に該当します。 

事業計画について、事業者は市内で建設業を営んでいます。この度、事業拡

大に伴い申請地を取得し、資材置場を整備する計画です。資金計画につきまし

ては、所要資金額２５０万円で、これに対する資金調達については、全て自己

資金で賄う計画です。 

続いて、議案書７ページの受付番号１４５番についてご説明いたします。議

案書１０ページの事業計画変更の１５番とセットです。説明資料の 
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１３～１５ページをご覧ください。転用場所は、大社町杵築西で、吉兆館から

西へ６００ｍほどのところの畑３筆です。詳細な位置につきましては付近案内

図でご確認ください。転用目的は『建売分譲』です。転用面積、所要面積とも

に１，５９０㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。申請地の農地区分は、

第２種農地です。転用にあたっての許可該当条項は、法第５条第２項第２号の

「非改良」に該当します。 

事業計画について、事業者は市内で建築業を営んでいます。この度、幹線道

路に近く教育施設にも付近にあって、住宅需要が見込まれる申請地を取得し、

建売住宅６棟を建築する計画です。現地はすでに土地の造成をしておりました

が、隣地所有者からの申し出を受け検討した結果、１筆を加えて一体的に開発

する計画となりました。資金計画につきましては、所要資金額 

１億９４１万９千円で、これに対する資金調達については、借入金と自己資金

で賄う計画です。詳細は説明資料下段の資金計画でご確認ください。 

続いて、議案書７ページの受付番号１５０番についてご説明いたします。議

案書１０ページの事業計画変更の１６番とセットです。説明資料の 

１６～１８ページをご覧ください。転用場所は、斐川町富村で、北神立の通り

の県道沿いで、案内図の右端に出雲コンピュータ専門学校がありますが、ここ

から西へ３００ｍほどの位置にあります田２筆です。詳細な位置につきまして

は付近案内図でご確認ください。転用目的は『駐車場』です。転用面積、所要

面積ともに２，１０５㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。申請地の農

地区分は、第１種農地です。転用にあたっての許可該当条項は、規則第３３条

第４号の「集落接続」に該当します。 

事業計画について、元は個人の事業者が地元に帰郷して、住宅兼事務所を建

築する計画でしたができなくなりました。新しい事業者は申請地の隣接したと

ころに会社があり、各種の袋や容器を製造販売する法人です。この度、事業拡

大に伴い、計画変更と新しい土地を加えた今回の申請地を取得し、従業員用の

駐車場を整備する計画です。資金計画につきましては、所要資金額 

３，４００万円で、これに対する資金調達については、全て自己資金で賄う計

画です。 

 その他の案件については議案書の一覧でご確認ください。 

続いて、議第２７８号の農地転用事業計画変更申請承認についてご説明いた

します。議案書は１０ページです。今月の申請は、所有権の移転を伴う計画変

更が４件提出されております。説明該当の案件である１５番及び１６番は先ほ

ど５条とセットで説明をいたしました。 

その他の案件の参考資料は、１３～１４ページ、１７～１８ページになりま

す。こちらも５条とセットになっており、１３番については５条案件１３８番、
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１４番については、５条の１４１番とセットです。また、５条で事後追認の案

件が３件あり、１４５番は申請地の一部を駐車場及び倉庫敷地として利用、 

１４８番は宅地の一部として、１５８番は倉庫敷地として利用していました。 

いずれも申請は事後になりましたが、悪意はないものと判断しています。転

用許可基準は満たしており、事業者には始末書の提出を求めて、今後は農地法

に違反することのないよう指導しております。 

今月申請のありました５条申請２７件及び事業計画変更４件につきましては、

いずれも農地法に規定する不許可・不承認の要件には該当しないものと認めら

れます。 

説明は以上です。 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第２７７号農地法第５条に規定による農地等の許可申請決定

及び承認について、及び議第２７８号農地転用事業計画変更申請決定ついて、

承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第２７７号の全案件を許可相当とし、許可決定及び承認いたし

ます。 

また、議第２７８号を決定いたします。 

 

議  長   次に、議第２７９号非農地証明について、を議題といたします。 

事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

後藤主事   議第２７９号について、ご説明いたします。 

議案書の１１ページ及び説明資料の１９～２０ページをご覧ください。 

今月は、１件の申請がありました。 

受付番号９番についてご説明いたします。申請地については、議案１１ペ

ージに載せております。また説明資料の１９ページの位置図及び付近案内図

で申請場所をご確認ください。詳細については、説明資料２０ページの現況

写真をご確認ください。申請地は山林に囲まれた農地であり、用水施設もな

いため数十年前から耕作されず荒廃した状態となっています。斐伊川放水路

事業などの工事のため一度木は伐採されていますが、新しくできた道路の交

通量が多く、周りが先に説明した状態であるため耕作できる状態ではなく現
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在は原野の状態となっています。現地確認は９月２日に遊木農業委員、吾郷

推進委員、事務局職員で行っています。申請地は、農業的利用を図るための

条件整備の予定はありません。 

よって、今月付議しました案件は、いずれも非農地証明基準の「やむを得

ない事情（耕作不適な土地であること）によって長期間耕作放棄した土地で、

その土地の周囲の状況からみて農地に復元しても継続して利用することがで

きないと認められる場合」に該当し、農地法第２条に規定する農地以外のも

のであるとして非農地証明の対象となるものと考えます。 

説明は以上です。 

 

議  長   担当農業委員から補足をお願いします。 

 

遊木委員   議席番号１６番の遊木です。事務局職員と現地確認しました。写真のとお

り山林化、原野化しており農地への復元は不可能な場所と判断しました。 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第２７９号非農地証明について、承認される方の挙手を求め

ます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第２７９号を承認いたします。 

 

議  長   予定していた議事は終了しました。 

以上をもって、本日の全ての議事日程を終了いたします。 
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議長が、総会の閉会を宣する。 午後２時３５分 

 

 

議事に参与した者の職、氏名 

 農業委員会事務局 

  藤原事務局長、今岡次長、松崎主任、吉川主任、高橋主事、後藤主事 

 農業振興課 

  農地利用調整係 河井係長 

 

 

 

以上、会議の顛末を記録し、その相違なきことを証するため署名する。 

 

 

 議  長 

 

 

 

 署名委員 

 

 

 

 署名委員 


